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1.はじめに  

 放射性炭素同位体(14C)は長半減期(5730 年)の β 崩壊核種であり、幅広い領域でトレーサーとし

て利用されている。その中でも創薬分野では、医薬品の効果や副作用の評価を行うために、14C で

標識した医薬品候補化合物をヒトに投与して薬物動態を評価するマイクロドーズ試験への応用が

提唱されている。しかし、ヒトへ投与できる 14C量には上限があり、かつ、サンプル数が多量であ

ることから、高感度かつ高スループットな 14C 分析法が求められている。本研究グループでは、

高感度かつ迅速簡便な分析装置の実現に向けて、中赤外キャビティリングダウン分光法(CRDS)に

基づく 14C 分析法を提案し、開発を進めてきた。今回は吸着カラムによる CO2 濃縮機構[1]を導入

した分析システムについて、14C-グルコース溶液を用いて定量性の評価を行った。 

2. キャビティリングダウン分光を用いた放射性炭素同位体分析の概要と定量性評価 

 CRDS は光共振器を用いたレーザー吸収分光法の一種であり、2 枚の高反射率鏡による多重反

射を利用することで実効的な光路長を長くすることができる。CO2 分子に対して高強度吸収を示

す中赤外領域を用いることで、微量な 14CO2 の吸収スペクトルを超高感度に測定できるため、高

感度かつ高スループットな 14C 分析が実現される。試料中 CO2濃縮機構として、カラムに CO2分

子を吸着させ、減圧により夾雑ガスを取り除く前処理系を用いた。分析プロセスの概要を Fig.1に

示す。14C-グルコース溶液中の 14C 量を変化させて得られた CRDS スペクトルの一例を Fig.2に示

す。スペクトルから算出した 14C/12C 比に全炭素量をかけ合わせることで 14C 量を評価した結果、

導入 14C 量 3.4～340 mBq の領域で線形性を得ることができ、不確かさ 5 %（導入 14C 量 3.4 mBq

の場合）を達成した。 
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Fig. 2 14C-グルコース溶液試料 

      に対する CRDSスペクトル 
Fig 1 CRDSシステム分析プロセス 
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